
 

 

「こども環境サミット札幌」がいよいよ開催！ 
 

 ６月 27 日から、モエレ沼公園をメイン会場

に、世界10カ国と日本のこどもたち102人が、

地球環境の未来について考え、思いをメッセ

ージとしてまとめます。 

29 日には、宣言セレモニーを行い、上田市

長と鴨下環境大臣にメッセージを直接手渡し、

世界に向けて発信します。 

なお、６月 26 日には、海外のこどもたちが

札幌市役所に表敬訪問に訪れます。 

 

１ 開催テーマ 

  「地球の未来へ、いま、僕たち・私たちにできること」 

 

２ 開催期間 

 平成 20 年 6 月 27 日(金)～29 日(日) 

 

３ 会 場 

  モエレ沼公園、サッポロさとらんど、札幌サンプラザ 

 

４ 参加者・参加人数 

  小学校 5年生から中学校 3年生の児童・生徒 102 人 

海 外  10 カ国 40 人 

オーストラリア、中国、ドイツ、インド、フィリピン、韓国、ロシア、 

シンガポール、タイ、アメリカ 計 10 カ国 各４人づつ 

日 本  16 都市 62 人 

道 外：仙台市、川崎市、京都市、広島市、北九州市（合計 15 人） 

道 内：壮瞥町、函館市、上川町、標茶町、旭川市、室蘭市、苫小牧市、 

釧路市、石狩市、夕張市（合計 25 人） 

札幌市 22 人 

５ 主 催 

 こども環境サミット札幌実行委員会（実行委員長：上田 文雄札幌市長） 

（札幌市、環境省、北海道、札幌商工会議所、社団法人札幌青年会議所、 

北海道新聞社） 
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６ イベントスケジュール 

 参加するここどもたちは、「環境」をテーマとした以下の様々なプログラムを通して

考え、交流し、地球環境を守ることの大切さをメッセージに託して世界に発信します。 

  なお、詳細なスケジュールは別添のとおりとなっています。 

 

○ レクチャータイム（基調講演） 

   アルピニスト・野口 健氏がグローバルな視点から地球環境の課題を投げ掛けま

す。 

○ ワークショップ 

   ３日にわたり、各国から集まったこどもたちが環境をテーマに意見交換を行い、

最終日のメッセージ発表に向けて準備を進めます。 

 ○ 宣言セレモニー 

３日間の活動の成果を、地球環境に対する「メッセージ」としてまとめ、実行委

員長の上田市長と鴨下環境大臣に直接手渡します。 

○ 赤い地球儀セレモニー 

２月２日に円山動物園をスタートした環境イベント「ストップ！温暖化こどもメ

ッセージリレー※」の「赤い地球儀」が再び札幌に戻り、こども環境サミット札幌

へ参加したこどもたちが自らシールを貼ります。 

また、オリンピックで活躍したアスリート６人が応援に駆けつけます。 
※ こどもたちが地球環境について考えるきっかけを作るため、具体的な地球温暖化防止行動の実践を呼び掛

けるリレーイベントで、環境省チームマイナス６%主催。リレーで回った各地で、温暖化が進んだ地球をイ

メージした「赤い地球儀」に、地球温暖化防止への願いを込めた青いシールを貼り付けてもらうことで「青

い地球」に塗り替えていく。 

 

７ 表敬訪問 

 「こども環境サミット札幌」に参加する各国のこどもたち 40 人が、加藤副市長に表

敬訪問することとなっております。 

  日時：平成 20 年６月 26 日 13：00～13：30 

  会場：市長会議室 

      札幌市中央区北１条西２丁目 札幌市役所 10 階 
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